
 

 

 

 

 

こちらに展
てん

示
じ

されているのは、岩
いわ

手
て

県
けん

内
ない

で見
み

つかった弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の土
ど

器
き

です。

弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

は水
すい

田
でん

稲
いな

作
さく

が始
はじ

まり、鉄
てつ

などの金
きん

属
ぞく

製
せい

の道
どう

具
ぐ

が使
し

用
よう

され始
はじ

めた時
じ

代
だい

としてよく知
し

られています。稲
いな

作
さく

の技
ぎ

術
じゅつ

は、今
いま

から 2400～2500年
ねん

前
まえ

※2に中
ちゅう

国
ごく

大
たい

陸
りく

から九
きゅう

州
しゅう

北
ほく

部
ぶ

に伝
つた

わって以
い

降
こう

、急
きゅう

速
そく

に東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

まで広
ひろ

がりました。弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

は米
こめ

を食
た

べる社
しゃ

会
かい

が日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

の各
かく

地
ち

に成
せい

立
りつ

した時
じ

代
だい

といえます。 

このような社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

に伴
ともな

って、使
つか

われる土
ど

器
き

も変
か

わっていきました。米
こめ

の調
ちょう

理
り

や保
ほ

存
ぞん

に適
てき

したものが主
しゅ

流
りゅう

となり、土
ど

器
き

表
ひょう

面
めん

の文
もん

様
よう

も少
すく

なくなって

いきます。土
ど

器
き

の焼
や

き方
かた

が工
く

夫
ふう

され、質
しつ

が良
よ

く割
わ

れにくいものへと改
かい

良
りょう

が進
すす

みました。それでは、いろいろな弥
や

生
よい

土
ど

器
き

を見
み

ていきましょう。 
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※1 最
さい

古
こ

の弥
や

生
よい

土
ど

器
き

といわれる遠
おん

賀
が

川
がわ

式
しき

土
ど

器
き

をまねて作
つく

られた土
ど

器
き

を“遠
おん

賀
が

川
がわ

系
けい

”と呼
よ

びます。 

※2 2800～3000年
ねん

前
まえ

という説
せつ

もあります。 

 

壺
つぼ

（遠
おん

賀
が

川
がわ

系
けい
※1） 

軽
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米
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町
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君
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成
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Ⅳ
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参
さん

考
こう

にした本
ほん

『みちのくの弥
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生
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時
じ
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』大
おお

阪
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府
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立
りつ
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化
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 ところで、ここにある土
ど

器
き

をよく見
み

てみると何
なに

かに気
き

付
づ

きませんか。そう、

ほとんどの土
ど

器
き

に、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

と同
おな

じような縄
なわ

目
め

の模
も

様
よう

がついていますね。実
じつ

は東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

では、弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

に入
はい

っても縄
じょう

文
もん

文
ぶん

化
か

の影
えい

響
きょう

が強
つよ

く残
のこ

っていたの

で、多
おお

くの弥
や

生
よい

土
ど

器
き

には縄
なわ

目
め

の模
も

様
よう

が付
つ

けられていました。弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の東
とう

北
ほく

人
じん

たちは、豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

とともに育
はぐく

んだ縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の生
せい

活
かつ

を保
たも

ちつつ、新
あたら

しい弥
や

生
よい

の文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れていったと言
い

えそうです。    

 

首
くび

が細
ほそ

くて長
なが

い土
ど

器
き

です。 

食
しょく

料
りょう

の保
ほ

存
ぞん

に使
つか

いました。 甕
かめ

 

蓋
ふた

 高
たか

坏
つき

 

口
くち

が大
おお

きく開
ひら

いて、深
ふか

さのあ

る土
ど

器
き

です。煮
に

る、蒸
む

すなど

の調
ちょう

理
り

に使
つか

いました。 

調
ちょう

理
り

に使
つか

う土器
ど き

とセットで

使
し

用
よう

します。米
こめ

を炊
た

く際
さい

など

に必
ひつ

要
よう

でした。持
も

ち上
あ

げやす

い形
かたち

をしています。 

壺
つぼ

 
たとえば・・・ 

コメ、アワ、 

ヒエ 

 

         マメ類
るい

 

            など 

ふたをして調
ちょう

理
り

すれ

ば中
なか

までしっかり火
ひ

が通
とお

ります。 

料
りょう

理
り

を並
なら

べて食
た

べ

ました。 

家
いえ

の中
なか

にある炉
ろ

で調
ちょう

理
り

をしました。 

皿
さら

のように浅
あさ

い器
うつわ

（この部
ぶ

分
ぶん

を“坏
つき

部
ぶ

”といいます）

を台
だい

に乗
の

せたものです。料
りょう

理
り

を盛
も

るための土
ど

器
き

です。 

米
こめ

の登
とう

場
じょう

で土
ど

器
き

も変
かわ

わったよ！ 

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（9月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

歴
れき

史
し

－7 だよ！ 

おたのしみに！ 

 

〒020-0102 岩手県盛岡市上田字松屋敷34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/ 
 


